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  ＮＴＴ－Ｑ７６２ 技別 4－6

3.16 着番号  【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】 

3.17 発測地位置  【規定しない】 

3.18 発番号  【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】 

3.19 発ユーザ種別  【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】 

3.20 理由表示  【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】 

3.22 ＣＣＳＳ  【規定しない】 

3.25 回線群監視メッセージ種別  【規定しない】 

3.26 回線状態表示  【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】 

3.27 閉域接続インタロックコード  【規定しない】 

3.30 接続先番号  【規定しない】 

3.32 導通表示  【�  
3.26  3.26 回線状態表示  【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠す�】 3.26 回線状態表示  【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠す��】  回線状態表示  3.32 導通阜示  【� 3.32 導通阜示  【� 3.26 回線状態表示  【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠す�� 

3.26 回線状態表示 �【ＪＴ－ｐ７６２に準拠す��】 
3.26 回線状態表示 �【ＪＴ－ｐ７６２に準� 
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  ＮＴＴ－Ｑ７６２ 技別 4－9

4.86 拡張動作指示表示  【規定しない】 

4.87 国内／国際呼表示  【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】 

4.88 番号種別  【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】 

4.89 網廃棄表示  【規定しない】 

4.90 網識別計画  【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】 

4.91 網識別子  【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】 

4.92 網識別  【規定しない】 

4.93
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▼ 付属資料Ｂ 

  ＩＳＵＰメッセージのプライオリティ 

   付表Ｂ．１／ＮＴＴ－Ｑ７６３ 

メッセージ 略称 表 プライオリティ 
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2.1.4.2 中継交換機の動作 

 アドレス完了メッセージを受信すると中継交換機は前位交換機に対して対応するアドレス完了メッセー

ジを送信する。 

【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】 

▽中継交換機でアドレス完了メッセージの代わりに接続メッセージを受信すると、前位交換機に接続メッセ

ージを送出する。△ 

 

2.1.4.6 発交換機の動作 

  a)  着ユーザ状態表示が「加入者空き」に設定されているアドレス完了メッセージを受信すると、可能

であれば呼出中表示を発ユーザに送出する。 

 ＩＳＤＮアクセス表示が非ＩＳＤＮに設定されているアドレス完了メッセージを受信すると発ユ

ーザにこれを通知する。 

 

  b)  アドレス完了メッセージを受信すると、アドレス完了待ちタイマ（Ｔ�b遺止ｩ&ﾘ+x.俥ﾀ
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 中断メッセージは、相互接続ノードからの終話表示またはアナログ着ユーザからのオンフック状態に応じ

て網が生成する。 

 

  a)  着交換機または相互接続交換機の動作 

 相互接続交換機が終話信号を受信したり、または着交換機がオンフック状態を受信すると、これら

の交換機は前位交換機に中断（網起動）メッセージを▼送出する。▲ 

【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】 

  b)  中継交換機の動作 

 中断メッセージを受信すると中継交換機は前位交換機に中断メッセージを送出する。 

  c)  制御交換機の動作 

 【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】 

オンフック状態、終話表示または中断メッセージを受信すると、制御交換機ではオフフック状態、

再応答表示、再開（網起動）メッセージまたは切断メッセージの受信を確認するため、タイマ（Ｔ６）

を起動▽し、適切ならば後位交換機に中断（網起動）メッセージを送信△する。 

▼タイマＴ６の値は、２～４秒とする▲ 

【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】 

 タイマ（Ｔ６）のタイムアウト時は節 2.4.3 の手順が適用される。 
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2.8.3.3Ａ 検査手順【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】 

2.8.3.3Ａ.1 呼処理状態に誤りがある場合の措置 
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付図Ｂ－３／ＪＴ－Ｑ７６４ 信号長オーバメッセージを含む完了呼   ▲ 

【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】 

 

付図Ｂ－４／ＮＴＴ－Ｑ７６４ 正常の呼解放【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】 

 





 技別 4－73 ＮＴＴ－Ｑ７６４ 

 1)  信号手順制御 (SPRC)  

▼付図Ｈ．１９、２０／ＪＴ－Ｑ７６４を参考例とする。▲ 

【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】 

－メッセージ送信制御 (MSDC)  ：付図 H.19/JT-Q764 

－メッセージ分配制御 (MDSC)  ：付図 H.20/JT-Q764 

 

 2)  呼処理制御 (CPC) 

▼付図Ｈ．２１～２４－Ａ／ＪＴ－Ｑ７６４を参考例とする。▲ 

【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】 

－入側呼処理制御 (CPCI)  ：付図 H.21/JT-Q764 

－出側呼処理制御 (CPCO)  ：付図 H.22/JT-Q764 

－入側簡易分割制御(SSCI) ：付図 H.23-A/JT-Q764 

－出側簡易分割制御(SSCO) ：付図 H.24-A/JT-Q764 

 

 3)  回線監視制御 (CSC) 

▼付図Ｈ．２５、２６、３３～３６、３９～４１／ＪＴ－Ｑ７６４を参考例とする。▲ 

【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】 

－閉塞／閉塞解除送信 (BLS) ：付図 H.25/JT-Q764 

－閉塞／閉塞解除受信 (BLR) ：付図 H.26/JT-Q764 

－保守回線群閉塞／閉塞解除送信 (MGBS)  ：付図 H.27/JT-Q764【規定しない】 

－保守回線群閉塞／閉塞解除受信 (MGBR)  ：付図 H.28/JT-Q764【規定しない】 

－ハードウェア障害自局閉塞 (HLB) ：付図 H.29/JT-Q764【規定しない】 

－ハードウェア障害相手局閉塞 (HRB) ：付図 H.30/JT-Q764【規定しない】 

－ハードウェア障害回線群閉塞／閉塞解除送信 (HGBS) ：付図
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付属資料ａ （ＮＴＴ－Ｑ７６４） 

事業者間料金精算方式【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】 

 

付属資料ｂ （ＮＴＴ－Ｑ７６４） 

輻輳制御に対する二重制御の防止【規定しない 】 

 



 技別 4－76 ＮＴＴ－Ｑ７６４ 

 本付属資料は、緊急通報呼の発信手順規定のため、ＮＴＴ－Ｑ７６４本文に規定している「基本呼制御と

信号手順」との差分を規定する。 
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補足資料２ 

 

ＧＲＳ送出シーケンス 

 

以下に示す回線状態及び呼処理状態は、ＧＲＳ送信、ＧＲＡ受信後に閉塞要因を再度検出した場合の処理

（ＢＬＯの送受信）までを一連の処理と見なし、それらが終了した時点の状態を示している。 

なお、閉塞要因を再度検出できない場合は、この限りではない。 

 

 

ＧＲＳ送信前 ＧＲＳ送信後 

項 

 

番 

（Ａ） 

①回線状態 

②呼処理状態 

（Ｂ） 

①回線状態 

②呼処理状態 

（Ａ） 

①回線状態 

②呼処理状態 

（Ｂ） 

①回線状態 

②呼処理状態 

シ

｜

ケ

ン

ス

番

号

１ 
①非閉塞 

②空 き 

①非閉塞 

②空 き 

①非閉塞 

②空 き 

①非閉塞 

②空 き 
Ⅰ

①非閉塞 ①非閉塞 

（Ｂ）両ｫ 

‘%5ﾂ塞 ‘%5ﾂ塞 ①非閉塞 

（Ｂ）非Y�非閉塞 （Ｂ）非Y�非閉塞 

           f�2�(�
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・パターン０： ＣＱＭ送信局では何も行わない。 

・どちらか一方の局が過渡状態にあるとき、呼処理状態照合、閉紘ﾐ呼曙局が��局が��局が��I{態づ柁き、ﾙﾟ�'�な@*ｨ糟ﾄ"�9�処ｸ,┥x,X,ﾘ巉.�ﾗ8.ﾘ,�*(�"�
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補足資料６ 

 

ユーザ・ユーザ情報の送達確認方法 

 

 当社利用者料金の課金において、以下の送達確認を行う。また、網使用料の課金においては、送達確認の
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注：特別なアプリケーションでは、ルーチング対地アドレスパラメータのコーディングのために事業者によって番号種

別表示値１１１１１１０－“網特有番号”を代わりに選択してもよい。 

 

 

 

 


